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鹿児島県立短期大学の入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）

【教育理念・目標】

鹿児島県立短期大学は，第一部（昼間）に３学科６専攻，第二部（夜間）に商経学科の１学科

を設置した，男女共学の総合的公立短期大学です。

本学の教育目標は，「深く専門の学芸を教授研究するとともに，豊かな教養と，職業又は実際

生活において必要な課題探求・解決能力を有する人材を育成し，もって地域社会の発展に寄与す

る」ことです。この目標にそって，本学では以下のような人を求めています。

・ 基礎的な学力を身につけて，地域社会において意欲的に活躍する人

・ 世界の中で思考し，地域に根ざした活動のできる人

・ 少人数教育の場に意欲をもって参加する人

・ 創造的な行為を生む知的な冒険をする人

〈文 学 科〉

【教育理念・目標】

文学科は，文学，言語，文化を学ぶことを通して，豊かな文学的感性，柔軟な思考力，的確

な表現力を有し，多様化した社会で活躍できる人材を育成することを教育理念としています。

〈日本語日本文学専攻〉

【教育理念・目標】

日本語日本文学専攻は，日本語及び日本文学の理論を学び，作品を読むことを通して，

日本語に関する知識と表現力，日本文学を広くかつ深く解釈し鑑賞する能力を有し，多

様化した地域社会で活躍できる人材の育成を目標にしています。

【受入方針】

日本語日本文学専攻は，上記教育理念と目標を踏まえ，次のような学生を求めます。

また，その受け入れのために適切かつ多様な入学者選抜を実施します。

・ 日本語の歴史的変遷や方言など言語に興味・関心のある人

・ 日本の古典文学や近・現代文学に興味・関心のある人

・ 中国の文学や中国語に興味・関心のある人

・ 日本語教育を通した国際交流に興味・関心があり，実際に活動をしたい人

・ 中学校教諭二種免許状（国語）を取得して，国語教育にかかわる進路を目指す人

〈英語英文学専攻〉

【教育理念・目標】

英語英文学専攻は，英米文学，英語学，英語圏文化を学ぶことを通して，英語運用能

力と豊かな教養を有し，多様化した国際社会に対応できる人材の育成を目標にしていま

す。

【受入方針】

英語英文学専攻は，上記教育理念と目標を踏まえ，次のような学生を求めます。また，

その受け入れのために適切かつ多様な入学者選抜を実施します。

・ 英語運用能力の習得に強い熱意をもつ人

・ 英語文学，英語学，異文化理解に興味・関心のある人
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・ 国際交流にかかわる活動に，英語力を生かして積極的に参加したい人

・ 本学の編入学協定制度，協定留学制度を通して，海外の大学に留学したい人

・ 中学校教諭二種免許状（英語）を取得したい人

・ 英語の各種検定の資格取得に熱意のある人

〈生活科学科〉

【教育理念・目標】

生活科学科は，衣・食・住を中心とする生活全般を対象とした実践的な専門知識と技能の習

得を通して，柔軟な思考力及び判断力を有し，地域社会に貢献できる人材を育成することを教

育理念としています。

〈食物栄養専攻〉

【教育理念・目標】

食物栄養専攻は，食物及び食生活についての幅広い科学的知識と専門的知識の習得を

通して，健康の維持増進のための実践的能力を有し，地域社会に貢献できる人材を育成

することを目標にしています。

【受入方針】

食物栄養専攻は，上記教育理念と目標を踏まえ，次のような学生を求めます。また，

その受け入れのために適切かつ多様な入学者選抜を実施します。

・ 食生活や健康と運動に幅広い関心を持つ人

・ 「食生活を科学する」ということに興味を持ち，自ら学習し追究する意欲のある人

・ 楽しい食事を創造するための調理や食品加工に興味・関心のある人

・ 将来，栄養士として人々の健康づくり，栄養改善に貢献しようという意欲のある人

・ 栄養教諭二種免許状を取得して，栄養教育にかかわる進路を目指す人

〈生活科学専攻〉

【教育理念・目標】

生活科学専攻は，衣及び住を中心とする生活全般に関わる専門知識の習得を通して，

生活に関わる事象を科学的に分析・理解する能力及び質の高い生活環境をデザインする

能力を有し，地域社会に貢献できる人材を育成することを目標にしています。

【受入方針】

生活科学専攻は，上記教育理念と目標を踏まえ，次のような学生を求めます。また，

その受け入れのために適切かつ多様な入学者選抜を実施します。

・ 身の回りにあるものの成り立ちやデザインに興味があり，実践的に学びたい人

・ 自然・社会・文化環境など多様な視点で生活について学びたい人

・ 生活の課題を認識し，問題解決を目指して新たな生活スタイルを創造していきたい

人

・ 中学校教諭二種免許状（家庭）や住居・デザイン関連の資格取得に関心のある人
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〈商 経 学 科〉

【教育理念・目標】

商経学科は，広く世界，日本，地域の経済・社会と企業の構造と運動を研究し，情報処理の

技法習得を通して，柔軟な思考力と企画力を有し，地域に貢献できる人材を育成することを教

育理念としています。

〈経済専攻〉

【教育理念・目標】

経済専攻は，経済・社会の理論を学び，地域社会や産業の分析を通して，地域の課題

を発見する能力，課題解決の意欲と能力を有し，地域経済の発展に寄与できる人材を育

成することを目標にしています。

【受入方針】

経済専攻は，上記教育理念と目標を踏まえ，次のような学生を求めます。また，その

受け入れのために適切かつ多様な入学者選抜を実施します。

・ 地域社会で起こっている社会的な動向に興味や関心をもつ人

・ 日々世界的規模で変動する経済現象を理論的に裏付けながら理解しようとする人

・ 経済活動をはじめとするさまざまな社会参加の形態に関心をもつ人

〈経営情報専攻〉

【教育理念・目標】

経営情報専攻は，経営や組織の理論を学び，会計・情報処理の技能習得を通して，ビ

ジネスを企画・管理する意欲と能力を有し，地域産業の発展に寄与できる人材を育成す

ることを目標にしています。

【受入方針】

経営情報専攻は，上記教育理念と目標を踏まえ，次のような学生を求めます。また，

その受け入れのために適切かつ多様な入学者選抜を実施します。

・ 企業の活動をその実際的な形から理解しようとする人

・ ビジネスにおけるIT活用の技能習得を目指す人

・ 会計に関する知識・技能を習得しようとする人

〈第二部商経学科〉

【教育理念・目標】

第二部商経学科は，広く世界，日本，地域の経済・社会と企業の構造と運動を研究し，情報

処理の技法習得を通して，柔軟な思考力と企画力，そして豊かな人間関係の構築力を有し，地

域活性化のために活躍できる人材を育成することを教育理念としています。

【受入方針】

第二部商経学科は，上記教育理念と目標を踏まえ，次のような学生を求めます。また，そ

の受け入れのために適切かつ多様な入学者選抜を実施します。

・ 働きながら社会に触れ，体験したことを大学で理論的に再確認してみようとする人

・ 地域社会で起こっている社会的な動向に興味や関心をもつ人

・ 会計やITの知識・技能の習得を目指す人
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・ 国際交流にかかわる活動に，英語力を生かして積極的に参加したい人

・ 本学の編入学協定制度，協定留学制度を通して，海外の大学に留学したい人

・ 中学校教諭二種免許状（英語）を取得したい人

・ 英語の各種検定の資格取得に熱意のある人

〈生活科学科〉

【教育理念・目標】

生活科学科は，衣・食・住を中心とする生活全般を対象とした実践的な専門知識と技能の習

得を通して，柔軟な思考力及び判断力を有し，地域社会に貢献できる人材を育成することを教

育理念としています。

〈食物栄養専攻〉

【教育理念・目標】

食物栄養専攻は，食物及び食生活についての幅広い科学的知識と専門的知識の習得を

通して，健康の維持増進のための実践的能力を有し，地域社会に貢献できる人材を育成

することを目標にしています。

【受入方針】

食物栄養専攻は，上記教育理念と目標を踏まえ，次のような学生を求めます。また，

その受け入れのために適切かつ多様な入学者選抜を実施します。

・ 食生活や健康と運動に幅広い関心を持つ人

・ 「食生活を科学する」ということに興味を持ち，自ら学習し追究する意欲のある人

・ 楽しい食事を創造するための調理や食品加工に興味・関心のある人

・ 将来，栄養士として人々の健康づくり，栄養改善に貢献しようという意欲のある人

・ 栄養教諭二種免許状を取得して，栄養教育にかかわる進路を目指す人

〈生活科学専攻〉

【教育理念・目標】

生活科学専攻は，衣及び住を中心とする生活全般に関わる専門知識の習得を通して，

生活に関わる事象を科学的に分析・理解する能力及び質の高い生活環境をデザインする

能力を有し，地域社会に貢献できる人材を育成することを目標にしています。

【受入方針】

生活科学専攻は，上記教育理念と目標を踏まえ，次のような学生を求めます。また，

その受け入れのために適切かつ多様な入学者選抜を実施します。

・ 身の回りにあるものの成り立ちやデザインに興味があり，実践的に学びたい人

・ 自然・社会・文化環境など多様な視点で生活について学びたい人

・ 生活の課題を認識し，問題解決を目指して新たな生活スタイルを創造していきたい

人

・ 中学校教諭二種免許状（家庭）や住居・デザイン関連の資格取得に関心のある人


